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平成１６年１１月２５日

　　　　 日本原子力発電株式会社

敦賀発電所２号機 第 11回定期検査における配管余寿命評価について

１．経緯

　　　敦賀発電所２号機では第１１回定期検査（平成 13 年 3 月～5 月）時の配管肉厚測

定データに基づき余寿命評価を行っている。

　　　当該定検の配管肉厚測定の結果、許容引張応力の材料規格値を用いた余寿命が

　　０年、１．０年のものがあった。このため、取替計画の策定にあたり、当該配管材

料のミルシート(*１)に記載されている許容引張応力（実績値）を用いた余寿命評価

を行い、それぞれ３．７年、４．９年であることを確認し、第１２回・第１３回定

検にて低合金鋼に取替を行った。

２．当該配管の余寿命評価

許容引張応力

（材料規格値による評価）

許容引張応力

（実績値による評価）
箇所名 点検時期 公称肉厚

測定

最小値 計算

必要厚さ
余寿命

計算(*2)

必要厚さ
余寿命

主給水管

エルボ下流管

(ｽｹﾙﾄﾝ No.077-02)

（当時計算）

第 11 回

定検時

Ｈ13．5

38.0mm 30.6mm 30.6mm 0　年 28.6mm 3.7 年

主給水管

エルボ

(ｽｹﾙﾄﾝ No.077-12)

（当時計算）

第 11 回

定検時

Ｈ13．5

38.0mm 31.3mm 30.6mm 1.0 年 28.0mm 4.9 年

＊１）ミルシート：材料証明書

＊２）ミルシート中の引張強さを使用（実際に使用された Roll No の引張強さ）

　なお、「発電用火力設備に関する技術基準」の解釈 第４条（材料の許容応力）第

１項第 1 号「ただし書き」を適用し、許容引張応力を１．２倍することにより、余

寿命を再評価したことはない。

以　上

 参　考



第１２回定期検査(H14.6～)で低合金鋼への取替範囲

第１３回定期検査(H15.9～)で低合金鋼への取替範囲

４



第１１回定期検査測定データを元にミルシートの実績値
による余寿命評価を実施。

２



第１１回定期検査測定データを元にミルシートの実績値
による余寿命評価を実施。

３


